
あ
な
た
の
大
切
な
人
、
地
域
を
守
る
た
め
に　
消
防
団
員
募
集
中

　
市
で
は
、
市
内
で
の
ロ
ケ
を
誘
致

す
る
た
め
ロ
ケ
地
を
募
集
し
て
い
ま

す
。自
身
が
所
有
し
て
い
る
場
所
で
、

ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
撮
影
に
向
い

て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
市

※
捕
獲
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
成
虫
の
特
徴　
６
月
か
ら
７
月
頃

が
、
発
生
の
ピ
ー
ク
。
体
長
４
セ

ン
チ
㍍
前
後
で
、
光
沢
の
あ
る
黒

色
で
胸
部
（
首
部
）
の
み
赤
色
、

触
覚
は
体
よ
り
長
い
。

▽
被
害
木
の
特
徴　
５
月
〜
９
月
に

か
け
て
、
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、
モ

モ
、
ス
モ
モ
な
ど
の
樹
木
か
ら
、

幼
虫
の
糞
と
木
屑
が
入
り
混
じ
っ

た
茶
色
い
ひ
き
肉
状
の
フ
ラ
ス
が

排
出
さ
れ
、
根
元
に
溜
ま
り
ま

す
。

▽
よ
く
間
違
わ
れ
る
昆
虫

●
ム
ネ
ア
カ
ク
ロ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
…

体
長
２
セ
ン
チ
㍍
以
下
、
触
覚
は

体
よ
り
短
い
。

●
ベ
ニ
カ
ミ
キ
リ
…
体
長
２
セ
ン
チ

㍍
以
下
、
全
身
が
赤
い
。

●
ヨ
コ
ヅ
ナ
サ
シ
ガ
メ
…
カ
メ
ム
シ

の
な
か
ま
。
体
長
２
セ
ン
チ
㍍
前

後
で
頭
部
が
細
長
い
。
羽
化
し
た

て
の
成
虫
は
全
身
が
赤
い
。

▽
特
定
外
来
生
物　
も
と
も
と
日
本

に
い
な
か
っ
た
動
植
物
の
う
ち
、

日
本
の
生
態
系
や
農
林
水
産
業
等

へ
被
害
を
及
ぼ
す
（
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
）
も
の
が
、
外
来
生
物

法
に
よ
り
特
定
外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
動
植
物

は
特
別
な
許
可
な
く
飼
育
す
る
こ

と
、
持
ち
運
ぶ
こ
と
、
野
外
へ
逃

が
す
、
譲
渡
や
売
買
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
連
絡
方
法　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る

か
、
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
連
絡
先　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

係（
☎
５
９
５
・
１
１
１
０
）

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
サ

ク
ラ
や
ウ
メ
、
モ
モ
な
ど
の
樹
木
に

寄
生
し
、
枯
ら
し
て
し
ま
う
外
来
種

の
昆
虫
で
す
。
被
害
が
急
速
に
拡
大

し
、
昨
年
度
は
五
日
市
地
区
で
も
成

虫
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
や
所
有
地
に
サ
ク
ラ
や
ウ

メ
、
モ
モ
な
ど
の
樹
木
が
あ
る
方
は

定
期
的
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
虫

や
被
害
木
を
発
見
し
た
方
は
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
条
件

●
市
内
の
販
売
店
で
あ
る
こ
と

●
１
回
30
〜
１
０
０
個
程
度
の
ロ
ケ

弁
当
の
販
売
が
可
能
で
あ
る
こ
と

●
撮
影
現
場
ま
で
ロ
ケ
弁
当
の
配
達

が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
撮
影
現
場
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法　
登
録
を
希
望
す
る

販
売
店
は
、「
お
弁
当
店
登
録
用

紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
店

舗
と
お
弁
当
の
写
真
を
添
付
し
、

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
お
弁
当
店
登
録
用
紙
」
は
、
あ

き
る
野
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
市
で
は
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
内
で
の
映
画
や
テ
レ
ビ
の

撮
影
を
誘
致
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が

食
べ
る
ロ
ケ
弁
当
に
つ
い
て
、
撮
影

現
場
ま
で
の
配
達
や
数
十
食
以
上
の

注
文
な
ど
に
対
応
可
能
な
販
売
店
を

ド
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他

●
登
録
し
た
販
売
店
は
、
あ
き
る
野

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
ロ
ケ
弁
当
の
注
文
は
、
撮
影
ス

タ
ッ
フ
が
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（akiruno.film

.com
m

@
gm
ail.com

）

内
の
お
店
、
工
場
、
空
き
家
、
病
院

な
ど
の
物
件
や
、
畑
や
田
ん
ぼ
、
住

宅
な
ど
生
活
の
場
所
も
ロ
ケ
地
の
候

補
に
な
り
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た

ロ
ケ
地
は
、承
諾
後
、あ
き
る
野
フ
ィ

ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
、
映
像
制
作
者
に
向

け
て
情
報
発
信
し
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
あ
き

る
野
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
ロ
ケ
地
募
集
に

あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
」を
確
認
し
、

「
ロ
ケ
地
登
録
用
紙
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
画
像
デ
ー
タ
が
あ
る
場

合
は
、
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（

akiruno.fi lm
.com

m
@
gm
ail.com

）

　
養
沢
活
性
化
委
員
会
で
は
、
養
沢

川
に
ホ
タ
ル
が
自
生
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
が

見
ら
れ
る
好
時
期
に
「
ホ
タ
ル
の
夕

べ
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
７
日
㈰　
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
40
分

▽
場
所　
養
沢
セ
ン
タ
ー
（
養
沢
２

９
０

－

１
）

※
駐
車
場
の
場
所
は
、
申
込
み
後
に

案
内
し
ま
す
。

▽
内
容　
ホ
タ
ル
観
賞
、
そ
の
他
各

種
イ
ベ
ン
ト

※
開
始
前
に
、
会
場
内
で
地
元
新
鮮

野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
「
マ
ル

シ
ェ
養
沢
」
を
開
催
し
ま
す
（
午

後
４
時
〜
６
時
）。
マ
ル
シ
ェ
の

み
の
立
ち
寄
り
も
可
能
で
す
。

▽
定
員

70
人

▽
費
用　
千
円
（
お
菓
子
・
飲
み
物

付
き
、
未
就
学
児
は
無
料
）

▽
主
催　
養
沢
活
性
化
委
員
会

▽
申
込
み
方
法　
７
月
１
日
㈪
ま
で

に
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
養
沢
活
性
化

委
員
会　

田
中
（

５
９
５
・

　

１
０
０
９
、

m
akoro5373@

yahoo.co.jp

）

▽
担
当
課　
商
工
振
興
課
商
工
振
興

係

「ナラと共に」
森林レンジャーがゆく（135）

　高湿の時期がやってきました。深緑に染まった森の様子は、見た目以上に潜む生き物で忙しなく、最も
多様性に溢れている時期のひとつです。針葉樹の植林地の割合が高いあきる野においては、市内の森林の
３割ほどとされている広葉樹林こそが、その多様性の大半を支えています。樹種が多いほど、多様性も高
まります。その中で、どんぐりが実るブナ科の仲間には数多くの生き物が依存し、命を次世代に引き継い
でいますが、数年前からの急激なカシノナガキクイムシの増加に伴うナラ枯れの影響で、そのブナ科の様々
な樹種が大きなダメージを受けています。ある意味、自然の流れでしょう。近年の記録的高温がキクイム
シの分散と関連しているのではないか、というほど両方は重なっている状況が続くことはどうしても気に
なります。
　ブナ科のコナラやミズナラなどが多い森林には、ゼフィルスと呼ばれているミドリシジミ（チョウ）の
仲間が生息し、その多くの種類は梅雨の時期を中心に発生するため、この頃の代表的な生き物です。しか
し、ナラ枯れ被害と共に、これらのゼフィルスという「森の妖精」が激減することが考えられます。この
ため、今年はどれだけゼフィルスが出現するかを注意深く見ておきたいと思いますが、前期の越冬卵を見
つける機会がとても少なかったことが気になっています。ホタルほど有名ではありませんが、広葉樹林を
高速で飛び回る超小型のゼフィルスたちは正しく梅雨の風物で、この先も存続してほしい生き物であるだ
けではなく、森の貴重な指標種であるため、いなくなることは「森の悪化」という大きな意味を持つと思
います。
　あきる野には、白と黒のミズイロオナガシジミ、
赤いウラミスジシジミやアカシジミ、翅

し

表
ひょう

がコバ
ルトブルーのオオミドリシジミなどのミドリシジ
ミの仲間がいますが、今年も数多く姿を見せてく
れるのでしょうか。
　もし、人間の活動が温暖化を加速させているの
であれば、それが様々な形で自然に変化を起こし、
多くの生き物の絶滅の引き金となっていることが
感じられます。目と耳を傾ければ、その悲劇を訴
えているのは、メジャーな動物よりも、ゼフィル
スのような小さな生き物の方がよほど多いように
思います。
 （パブロ）

ホ
タ
ル
の
観
賞
が
楽
し
め
る

「
ホ
タ
ル
の
夕
べ
」
開
催

特
定
外
来
生
物

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ド
ラ
マ
・
Ｃ
Ｍ
撮
影
な
ど
に

　
使
用
で
き
る
ロ
ケ
地
を

募
集
し
て
い
ま
す

ロ
ケ
弁
当
販
売
店
を

募
集
し
て
い
ま
す

フィルム
コミッション
ホームページ

情報提供
入力

フォーム

フィルム
コミッション
ホームページ

クビアカツヤカミキリ成虫

梅雨の広葉樹林の代表的なチョウ　ミズイロオナガシジミ

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

令和６年（2024年）６月 15日 （4）


